






























リスニングスクリプト 





解答例 



講評

[1] 総合問題 
 Work-life バランスについて述べられた文章である。現在、国や企業をあげて work-life バラ
ンスの改善に取り組んでいる。就業時間を短縮したり、社内での過ごし方を柔軟にすることに
より、従業員のパフォーマンスや作業効率を向上させ、また仕事への満足度を高めることによ
り、離職率が低下しているという内容である。以下、正答率が誤答率より下回る問題のみ解説
する。 
 問 Aの 5 番(正答率 29%)は as long as が「 である限りは」という条件を表していることを
理解する必要がある。9 番(正答率 26%)は内容一致問題であるが、正答となる選択肢が第 3 パ
ラグラフの内容を言い換えた内容だと気づく必要がある。最も解答の多かった選択肢 c は第６
パラグラフの内容と一致しないために不適格となる。 

[2] 語彙問題 
 やや全体的に正答率が低かったように思われる。正答率が 50%程度あるいはそれ以下の問題
のみ解説する。12 番(正答率 19%)は主語 Students の性質を表す形容詞を選ぶ問題である。空
所直後にくる to receive a grant に見合うのは「資格のある」のみである。13番(正答率 12%)は
tenant に「貸借人、居住者」という意味があることを理解する必要がある。カタカナのテナン
トというイメージが誤答率を高めたように思われる。14番(正答率 38%)は inherent の意味を知
らない受験生が多かったように思われる。15 番(正答率 33%)は can’t do enough で「いくら 
ても、し過ぎることはない」という意味を理解し、「賞賛する」の compliment を入れる必要が
ある。16 番(正答率 33%)は explicitly「明確に、はっきりと」の意味を理解していない受験生が
多かったように思われる。また、空所が 2文目の clear and direct の書き換えであることに気づ
けば解答できる。17 番(正答率 19%)は fine に「罰金」の意味があることを知らない学生が多か
ったように思われる。20番(正答率 40%)は空所の前に a college degree or とあるので、学位に
「準じた、同等の」資格がくると予測する必要がある。選択肢 cの identical は「全く同じの」
意で、資格として学位そのものを指してしまうため、本文に合わない。 

[3] 正誤問題 
 全体的には良く出来ていたように思われる。正答率が 50%程度あるいはそれ以下の問題のみ
解説する。23 番(正答率 24%)は food は「食べ物、食料」の意では不可算名詞となることを理
解する必要がある。were wastedは直前の foodsと一致しているのではなく、主要部であるAbout 
1.3 billion ton (of foods)と一致している点に注意が必要。26番(正答率 21%)は副詞句の just now
は過去を表す副詞であることを理解する必要がある。したがって、現在完了形とは共起しない。
27 番(正答率 26%)は代名詞 one は可算名詞のみ置き換え可能であり、wine のような不可算名
詞では代名詞として用いられない点を理解する必要がある。 



[4] 英文読解・内容説明 
 人が持つ時の概念の違いを polychronic culture と monochronic culture とに分け、それぞれの
文化の特徴について述べられた内容である。Polychronic culture は時間よりもプロセスや人間
関係を重視する文化であるのに対し、monochronic culture は時間や作業を重視する文化である
という 2項対立の構造を理解できれば良い。 
問 Aの 32番(正答率 43%)は polychronic culture とmonochronic culture を反対に解釈した選択
肢を選ぶ受験生が目立った。同様に、34番(正答率 48%)も反対の選択肢が選ばれているため、
32番と連動して誤答した可能性が高い。35番(正答率38%)は第5パラグラフのAcross cultures, 
this might make one person seem unbusinesslike, and the other cold or even rude.を言い換えて
いる点に気づく必要がある。 
問 Bは下線部をパラフレーズした問題である。38番(正答率 29%)は正答の small talk が本文の
talking a long time to get down to business に注 し、本題に る前の話が いことから「世間
話」の意である small talk を選ぶ必要がある。Big talk は「ほら話、自慢話」の意となる。39 番
(正答率 26%)は「時間を厳守する」意の punctual を選ぶ問題である。本文に(T)hese sorts of 
behaviors will quickly have an American or German glancing at the clock in frustration.を参考に
すると良い。選択肢 dの tight を選んだ受験生も多かったが、「(スケジュールなどが)タイトで
ある」のような日本語から類推したように思われる。 

[5] 語句整序問題 
 全ての問題で誤答率が正答率を上まわる結果となった。42 番(正答率 41%)は関係詞 as を使
った先行詞を後ろにとる慣用表現である。43 番(正答率 48%)は選択肢 c の this awkward の
awkward が形容詞であると気づく必要がある。44番(正答率 38%)は否定辞が文頭に生起した際
には疑問文になる否定倒置の理解を問う設問である。選択肢 a に助動詞 did がある点に注目す
ると疑問文の語順を取る手がかりとなる。45 番(正答率 14%)はやや難問であった。譲歩を表す
as は(as) young as he was のように as 形容詞 as の形を基にしており、通常、As he was young
のような語順を取らない点に注意が必要である。一方、譲歩を表す though は Though he was 
young, SV…の形を容認する。 

[6] 英作文 
 2 人の対話文において、対話の流れに沿った適切な応答を英語で解答する問題である。(1)に
関しては週末の予定について問われており、That sounds fun, but I don’t like the outdoors 
myself..に続くように、アウトドアに関連した活動を解答すると良い。(2)に関しては、気候が悪
い時の過ごし方について問われており、I might try that one day.に繋がるような屋内でのポジテ
ィブな過ごし方を提案する必要がある。両問題ともに概ね良くできていた。 


